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IRIDeS東日本大震災6周年シンポジウム

災害研の活動と新たな一歩

実践的防災学の体系化と教育

地域・都市再生研究部門 国際防災戦略研究分野

村尾修



災害科学国際研究所の研究目的と特徴
(第2期中期目標・中期計画「学部・研究科等の現況調査表』より抜粋）

1. 災害科学国際研究所は、東日本大震災を経験した東北大学が、第２
期中期計画の２(１)①-2「21.	社会的ニーズに応える戦略的研究の推
進」を推進するための新たな学際的研究組織として平成24年４月に設
置された。災害科学に関する世界最先端の研究を推進し、被災自治
体等と連携を強化し、歴史的な視点を重視しながら、巨大災害に対す
る防災・減災・復旧・復興プランを提案することを目的としている。

2. 東日本大震災における調査研究をはじめとし、災害の教訓を活かして
いく社会システムを構築するための学問を「実践的防災学」として体系
化し、その学術的価値を創成することを本研究所のミッションとする。

3. 東日本大震災の被災自治体等との連携を強化し、復興への具体的貢
献を果たしながら、複雑化・多様化する自然災害のリスクに対応できる
社会の創成を目指し、新たな防災・減災技術の開発とその社会実装に
取り組むことで、第２期中期計画の３(１)①-１「29.	国家政策や地域政
策への貢献」を達成する。

4. …
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津波のメカニズムと
被害実態の把握

被災地⽀援システム、災害法・制度、
災害⽂化、歴史・⽂化財

寄附研究部門 地震による津波リスクの評価
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防災学の体系



【情報共有と教育】
・研究成果の社会的実装
・情報の共有（input/output）
・範囲（地域⇔国内⇔海外）実践的 防災学の体系



科学的知見→社会実装



実践的防災学シンポジウム
（IRIDeS AXION DRR Symposium）

IRIDeS
AXION
DRR

Symposium

【趣旨】

災害科学国際研究所は、東日本大震災の
経験と教訓を踏まえ、わが国の自然災害対
策や国民・社会の自然災害への処し方その
ものを刷新し、巨大災害に備える新たなパ
ラダイムを作り上げることを設立理念とし、
国内外の巨大災害の被害軽減に向けて社
会の具体的な問題解決を指向する実践的
防災学の礎を築くことを目的として設置され
た。

「実践的防災学」の本質を見据えながら、
所員全員が各々の研究活動と社会との連
携を意識し、国際的な災害リスクの軽減に
貢献していかなくてはならない。東日本大震
災発生から5年半、そして研究所の設立か
ら4年半が経過し、かつ国立大学第3期中期
目標・中期計画期間の中でさらなる展開が
期待されている現在、「実践的防災学」を
キーワードとした議論の場が必要であると
考える。そのために、継続的なシンポジウム
の開催を提案する。



【総合減災エリア】
減災・復興デザインユニット

• 国内外の地域と都市を対象とし、被害抑止策
と防災・復興計画に関する研究を進めるとと
もに、実戦的防災学の体系化を踏まえ、災害
対応の各段階に応じた様々な要素技術を有
機的に連携させた総合的減災システムの提
案を行う。



エリアとしての活動（定例研究報告会／防災推進国民大会）



全学教育科目展開科目 総合科目

社会と災害科学

【授業の目的と概要】

災害とは、日々進化しつづける都市を映した鏡の
ようなものである。我々の社会は過去の災害を教訓
として、そこから学び、地域の防災力を向上させてき
た。すなわち、将来的な災害に対する地域の被害を
軽減させるためには、災害科学とその知見を地域に
還元する実戦的な防災活動のふたつがバランスよく
社会に反映されなくてはならない。本講義では、災
害科学国際研究所の教員の有する素材や経験に
基づき、地域および都市を災害から守るためのこれ
までの取り組みが社会に対してどのように還元され
てきたのかを、国内外の実例を踏まえつつ、学んで
いく。また後半では、実際の現場でも使われている
防災ゲームを体験しながら、災害時に必要な知識と
取り組み方を習得する。

【授業内容】

第1回 講義概要と災害イマジネーション（村尾）

第2回 実践的防災学：災害から学ぶ（村尾）

第3回 地震発生メカニズムとハザード評価（遠田）

第4回 地震による被害と都市の脆弱性評価（大野）

第5回 津波発生メカニズムとハザード評価（今村）

第6回 津波による被害と都市の脆弱性評価

（エリック）

第7回 津波に備える（アナワット）

第8回 救命と健康（江川）

第9回 災害科学の可視化（寺田）

第10回 災害の記憶と記録：震災アーカイブ（柴山）

第11回 国際防災の動きと仙台防災枠組（小野）

第12回 世界における災害と復興の事例（井内）

第13回 防災ゲームに挑戦（1）：災害図上訓練DIG
（佐藤翔輔／杉安／寅屋敷）

第14回 防災ゲームに挑戦（2）：避難所HUG
（佐藤翔輔／杉安／寅屋敷）

第15回 総括：防災学の実践に向けて（村尾）



実践的防災学シンポジウム
（IRIDeS AXION DRR Symposium）
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Symposium

【趣旨】

災害科学国際研究所は、東日本大震災の
経験と教訓を踏まえ、わが国の自然災害対
策や国民・社会の自然災害への処し方その
ものを刷新し、巨大災害に備える新たなパ
ラダイムを作り上げることを設立理念とし、
国内外の巨大災害の被害軽減に向けて社
会の具体的な問題解決を指向する実践的
防災学の礎を築くことを目的として設置され
た。

「実践的防災学」の本質を見据えながら、
所員全員が各々の研究活動と社会との連
携を意識し、国際的な災害リスクの軽減に
貢献していかなくてはならない。東日本大震
災発生から5年半、そして研究所の設立か
ら4年半が経過し、かつ国立大学第3期中期
目標・中期計画期間の中でさらなる展開が
期待されている現在、「実践的防災学」を
キーワードとした議論の場が必要であると
考える。そのために、継続的なシンポジウム
の開催を提案する。



第1部：被災教訓を活かした官民組織の災害への備え



第2部：地域の復興とそのデザイン手法



第3部：情報・コミュニケーション・知識の共有









ご静聴ありがとうございました


